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家庭防災パネル調査
中間報告

2019年11月30日（土）
於︓オーテピア⾼知図書館 ホール

高知大学人文社会科学部 教授

遠 山 茂 樹

家庭防災パネル調査とは

■ 遠山研究室の研究テーマ

■「防災意識と住⺠が保持する社会的
ネットワークとの関連性について」

■ 「社会的ネットワーク」とは、人びとの“つきあ
い”のこと
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家庭防災パネル調査とは

■ 現在、各家庭における「災害への備え」の経年的
な変化を把握するために、 2018年から３年間に
渡る「高知市・家庭防災パネル調査」を実施中。

■ 「パネル調査」とは、同じ調査対象者に対してあ
る期間をおいて同じ質問を繰り返し⾏う調査⽅法
です。これにより、時間的な変化の事実を確認し、
その変化の理由や過程についてある程度とらえる
ことができると考えられています。

方法（第１波調査）

■ 調査対象︓⾼知市住⺠（ 20歳〜79歳までの成人）

■ 調査⽅法︓質問票調査（郵送法）

■ サンプル︓⾼知市選挙管理委員会がまとめた選挙⼈名
簿より無作為抽出。サンプル名簿は1372人。質問票
発送数1336。

■ 実施時期︓2018年12⽉〜19年1月に実施。

■ 有効回答数︓376 (28.1%)

■ 第２波協⼒者数︓252（有効回答中67.0%）
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方法（追加調査）

■ 調査対象︓⾼知市住⺠（ 20歳~79歳までの成人）

■ 調査⽅法︓質問票調査（郵送法）

■ サンプル︓⾼知市選挙管理委員会がまとめた選挙⼈名
簿より無作為抽出。サンプル名簿は707。質問票発送
数706。

■ 実施時期︓2019年8⽉〜年9月に実施。

■ 有効回答数︓164 (23.2%)

■ 第２波協⼒者数︓116 （有効回答中70.7%）
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方法

■ ＜主な調査項目＞

①回答者の社会的属性

②住居および同居家族

③防災・災害に対する意識や準備⾏動

④普段のメディア利⽤や地域情報⼊⼿経路

⑤親密性のパーソナル・ネットワーク

⑥防災相談のパーソナル・ネットワーク
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単純集計結果
〜家庭防災パネル調査・第１波調査結果より〜
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回答者属性
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防災⾏動

0 10 20 30 40 50 60 70

V.家屋の耐震化や耐震診断を⾏うなど、⾃分の家の耐震性に気を遣っている

U.消⽕器を準備したり、⾵呂の⽔をためおきするなど消⽕活動を⾏うための…

T.外出時には、携帯電話やスマートフォンなどの予備電池を携帯している

S.⾃家⽤⾞の燃料が半分以下になれば満タンにするようにしている

R.非常持ち出し用衣類、毛布などを準備している

Q.耐震性のある家に住んでいる

P.家族の安否確認の方法などを決めている

O.貴重品などをすぐに持ち出せるように準備している

N.いつも⾵呂の⽔をためおきしている

M.近くの学校や公園など、避難する場所を決めている

L.⾃宅建物もしくは家財を対象とした地震保険（地震被害を補償する共済を…

K.家具・家電などを固定し、転倒・落下・移動を防⽌している

J.３⽇間は⽣活できる程度の⾷料や飲料⽔を準備している

I.携帯ラジオ、懐中電灯、医療品などを準備している

H.自分が住む場所が、高知市のハザードマップ上において、どのようなリス…

G.「避難カルテ」を作成したことがある

F.防災に関する対話集会・ワークショップなどに積極的に参加している

E.地元の防災訓練・避難訓練には積極的に参加している

D.自分の住区の「指定避難所」（２）について詳しく知っている

C.自分の住区の「指定緊急避難場所」（１）について詳しく知っている

B.⾃然災害や防災に関する知識ついて普段からよく勉強している

A.⽇頃から⾃然災害への備えに対してとても意識が⾼いほうだ
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被災体験
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災害時の情報源
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（一部の）分析結果
家庭防災⼒とパーソナルネットワーク特性の

関係性についての分析結果
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家庭防災⼒の５要因

■ 質問票で、家庭防災において実際に取り組んでいる内容
について、１９問質問している。

■ 「家庭防災⼒」＝１９問の総和

■ 統計分析により、「家庭防災⼒」を構成する５つの構成
要因（因子）を抽出した。

家庭防災⼒を構成する５因⼦
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分析アプローチ

■ 研究では、各因子へ影響を与えている要素を明ら
かにようとした。

■ なかでも、人びとの「つながり」を意味するパー
ソナル・ネットワークのあり方が、どのように各
因子へ影響しているかを検証した。

「災害備蓄」因子へ影響を及ぼして
いる要因

19

20



2019/11/30

11

「避難知識」因⼦へ影響を及ぼして
いる要因

「防災訓練」因子へ影響を及ぼして
いる要因
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「地震対策」因子へ影響を及ぼして
いる要因

「消火準備」因子へ影響を及ぼして
いる要因

■ パーソナル・ネットワーク特性や防災知識⼊⼿経
路の影響は⾒られなかった。
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（暫定的）総括

パーソナル・ネットワーク特性の影響

■ パーソナル・ネットワークにおいて, 規模が大き
くて分枝性の高い構造を保有するほうが複数の家
庭防災因子に正の影響を与えていると考えられ, 
地元において（一部の決まった人々ではなく）多
様な人びととの付き合いを積極的に展開すること
が, 家庭防災の強化につながる可能性が示唆され
た. 
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“分枝性”

凝集的 分枝的

密度

多数送信性

自分とつながっている相
手同士が知り合いでない

親密な相手と防災相談相
手が同一人物ではない

パーソナル・ネットワーク特性の影響

■ 「避難知識」因⼦や「防災訓練」因子においては
親密な相⼿の「防災⼒」レベルが, 「地震対策」
因子においては防災相談相⼿の「防災⼒」レベル
が正に影響していた. つまり, 「防災⼒」レベルの
高い人びとと付き合いのある人ほど, 家庭防災⾏
動を採用している可能性高いことを示唆している.

28

27

28



2019/11/30

15

パーソナル・ネットワーク特性の影響

■ 社会感染理論（Social Contagion Theory）によれば,人
びとの態度や⾏動は直接つながっている他者の影響を
受けて形成されるという（Marsden & Friedkin,1993; 
Monge & Contractor, 2003）. 

■ より多くの人とつながっている人ほど, 他者へ影響を
与えていると同時に, 他者から影響を受けていること
になる. つまり,防災⼒レベルの高い“相手”とつながっ
ているほど, “自分”の防災⼒レベルも高まる可能性が
強くなると考えられる. 
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ご清聴ありがとう
ございました。
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